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アマノリ類の生活史，特に所謂夏ノリに

就いて(マノレパ型アサクサノリの生活史)

(予報)

黒木宗倫*

M. KUROGI: Life-l).istory of Porphyra， e3pecially 
。nso-called “summer plantlets" 

(Life-history of P. tenera KJELLM. rou旬dtype) 
(preliminary account) 

冬期繁茂するアマノリ類が，夏期どんなy状態で存在しているか，そして

冬に形成される果胞子がどんな行動をするかについて圏内・外において色々

の考えがなされていた。

我が国では

(1) 殖回 (1929，1937)その他の夏ノリ説，即ち果胞子は放出されると直

ちに発芽して所謂ノリになり，夏の聞も肉眼的な或いは顕微鏡的なノりとし

て存在し，このノリから放出される中性胞子(単胞子)が秋に出現するノリの

起原になる。

(2) 国校日939)その他の果胞子休眠説，即ち果胞子は夏期海底で休[¥l¥;

し，秋になって成熟して浮上し，之が発芽してノリになるという 2つの考え

があった。

しかして両者共に休眠の有無の煮はあるが，果胞子はノリとして発芽し，

糸版発芽は異;伏なものであると見倣した。之に対して DREW(1949，. 1954)は
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チνマクロノリにおいて果胞子が貝殻に附着して発芽すると Chonchocelis
と同じ形態のものになることを報告し，黒木(1953)その他はアサクナノリそ

の他のアマノリ類において同様のことを認め，更にこの Conchocelis体から

秋に単胞子が放出され，之が発芽して再びノリとなることを確め，冬期繁茂

するアマノリ類は夏の間 Conchocelis体として存在していることが明らかに

された.しかして殖回の所調夏ノリが何んなものであるかについては未だ十

分な説明が与えられていない(以上黒木， 1953参照).

筆者は引統きアマノリ類の生活史の研究を行って来たが，種類によって

夫々特徴のある生活史を示し，現在までに4つの型を認めることが出来た。

その中の 1っとしてマノレパ型アサクサノリで，所謂夏ノリによる越夏もある

ことを知ったので，之の生活史の概略を述べ，夏ノリによる越夏について言

及する.

アサクサノリと一般に云われているものは幾つかの種類或は品種からな

り，又他種をも混同している場合が多い様であるが，国枝(1939)はナガパZIll.

とマノレパ型の2つを区別した。須藤(1950)はコスヂノリをも含めて7つの烈

を区別し，国枝のマノレパ型を型1として取扱っている。このマノレパ型は楕円

形・卵形・円形・腎臓形或は漏斗服を示すもので，国校 (1939)，須藤 (1950)

は10月末から 11月初或は11月から 12月初に中性胞子を形成し，以後果胞

子を形成すると報告している。

以下述べることは主として松島湾において 1952年からマルパ割アサク

サノリの天然に自生しているもの，ノリ棋に附着したもの及び附着させたも

.1圃 マノレパ型アサク+ノリのi町長と繁殖器宵の変化
~ー無性繁司直，~ー有性繁殖， nー中性胞子援のみを形成している無性体，
naー中性胞子旗・精子援を形成している体， nca (=cna)ー中性胞子援・果胞
子襲及び精子援を形成している体 caー呆胞子選・精子援を形成している有
性体， ( )は一般的でないと思われるもの或は稀なものを示す。
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のによって，又室内の実験によって得た結果である(第1，2，3図L

マルパ型アナクナノ 9は一般に9月末乃至10月初に肉眼的大きさとな

って出現する。 12月から2月にかけて最も良く繁茂し， 3月末から 4月初に

かけてやや衰えるが，再び5-6月によく繁茂する。 7月に再び衰え始め8月

初句までには消失する.

このノ Pには前記の国枝，須藤が報じた様に2種類の胞子即ち無性的な

中性胞子と有性的な果胞子が形成される.前者は発芽して直接ノ 9になるも

のであるが，後者は糸賦発芽をなし，貝殻に附着すると Conchocelis体とな

る.そしてこの白nchocelis体から秋に単胞子を放出し，この単胞子は発芽

してノ Pとなり，秋期出現のノリの起原となる.なおマノレパ型アサクサノ P

のConchocelis体の成熟・単胞子放出の時期はナガパ型アサクサノリより早

い様である.上記の2つの胞子即ち中性胞子と果胞子は形成時期を異にして

いる.即ち出現し始めの秋 (10月)には中性胞子を形成し， 之によって次々

にノ Pが増えて行くが，冬(12-2月)になると中性胞子の形成は止り果胞子

が形成される.所が存 (4月)になると今度は果胞子の形成が1.¥:り， 再び中

性胞子を形成する様になり，之によって新しく多数のノリが繁茂する。消失

期の8月上句まで中性胞子を形成し，反復出現し乍ら繁茂をつづける.

秋の中性胞子形成から冬の果胞子形成に移る時及び冬の果胞子形成から

中性問手
ー 10Q-

ー12月ー 10月ー

IU周 マルバ型アザタサノリの生活環
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蒋の中性胞子形成に移る時には，有利i化或は中性化の過程として，中性胞子

褒と精子饗を同一個体に，又中t'J:胞子袈・精子褒及び果胞子褒を同一個体に
布するものが存在する。

次に秋早く出現したノリは中性胞予を形成して後，更に果胞子を形成す

泊I
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る様になるが，やや遅く出現したノリは中性胞子を形成することなく直接果

胞子を形成するに至る。更に冬に果胞子を形成したノリは，流失するものも

あるが，春になって再び中性胞子を形成する様になるs なお秋おそく或は冬

の初めに出現し，冬期十分生長することの出来ないノリでは，果胞子の形成

なく春になって中性胞子を形成する様になる。 4月以降に出現したノリでは

中性胞子だけを作る。

なお無性的な繁殖器官即ち中性胞子襲の形成，有性的な繁殖器官即ち精

子嚢・果胞子彊の形成は種々の環境に左右されるものの如く，生育場所によ

ってその時期にずれがあり，又冬期に果胞子のみならず中性胞子をも形成す

ることがある。又前記した5-6月によく繁茂したノリが8月にも消失しな

いで 9月即ち次のノリの出現期まで引続いて存在し，このノリの中性胞子

が Conchocelis体からの単胞子と共に次期出現のノリの起原となることがあ

る。この 5-6月によく繁茂するノリは夏期の水温・気温の低い年に遅くま

で残り，又日蔭になる所或は乾燥し難い基物で遅くまで残る様である。松島

湾では夏の寒かった1953年には9月まで残り次のノリの出現期まで引継が

れ， 1954年には8-9月に稀に探し出すことが出来る程度であったが， 1955 

年は夏の暑い年で7月末頃に消失し 8月以降は全く見付け出すことが出来

なかった。この様な点からも，未だ十分な調査は行っていないが，地域的に

も無性繁殖或は有性繁殖の時期のずれ，又中性胞子形成のノリが引続き存在

するかどうかの差異等があるものと考えられる。

殖回の所調夏ノリはその報告及び標本によると，以上に述べたマノレパ型

アサクサノリの春から夏にかけて生育し，中性胞子を形成するノリと同じも

のの様である。即ち殖回はマノレパ型アサクナノリ及びナガパ型アサクサノリ

を同一種と見倣し，マノレパ型アサクアノリを見て所謂アサクナノリが夏ノリ

によって越夏すると考えたものと思われる。しかしてナガパ型アサクサノリ

及びその他のアサクナノリ煩縁種においては，マノレパ型アサクサノリに見ら

れる様な夏ノリは存在しない。之等の詳細は別の機会に述べる予定であるが，

種類によっては Conchocelis体の外に夏ノリ (夏期に存在し，しかも中性胞

子を形成するノリを意味する)によっても越夏し次期出現のノリの起原とな

り得ることを知ることが出来る。

なおアサクサノリのナガパ型とマノレパ裂について，国枝(1939)は前者を

PorPhyraとし，後者・に MetaporPhyraなる属名を提唱した。 この新属の
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提唱の可否は別として，両者はその形態・生活史の差異から別種として取扱

われるべきものと思われる。又木下・渋谷 (1941，42， 43)が北海道の有珠湾

でスサピノ Pの生活史を調べ，殖回 (1929，193句と同様な考・えを報告した

が，木下・渋谷の云うスサピノりは，その報告及び筆者の調査によると，上

述のマノレパ型アサクサノリと同じ形態及び同じ生活史を示し，殖回 (1932)の

スサピノ 9(P. yezoensis UEDA)とは区別されるべきものではないかと思わ

れる。之等についても後日詳報したい。

最後に御教示，御校聞を賜った北海道大学教授山田幸男先生，標本の閲

覧及び御教示を得た東京水産大学殖国三郎博士及び東海区水産研究所須藤俊

造博士に厚くお礼申し上げる。又本研究に終始御激励をいただいた当研究所

谷田専治博士及び種々の援助を得た平野和夫君に深く感謝する。
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